
「頻繁に耳にするけど実はよくわからない」
そんな教育問題をわかりやすく解説。

  今回は、「義務標準法」を取り上げます。

●1959 - 1963年　

第1次定数改善計画
→学級編制標準を50人に明定
　教職員定数の標準を定める

●1964 - 1968年　

第2次定数改善計画
→学級編制標準を45人に改善

● 1969 - 1973年　

第3次定数改善計画
→4個学年以上の複式学級の解消

● 1974 - 1978年　
第4次定数改善計画
→3個学年以上の複式学級の解消

● 1980 - 1991年　
第5次定数改善計画
→学級編制標準を40人に改善

● 2011年～　
35人以下学級の実施
→小学校1年生に限り
　学級編制標準を35人に改善

標準を基にした
学級編制基準の設定

基準に従い
教職員定数の
標準を算定

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
、
も
っ

て
義
務
教
育
水
準
の
維
持
向
上
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
さ
れ
、

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
規
模

と
教
職
員
定
数
の
「
標
準
」
を
定
め

て
い
ま
す
。
1
9
5
8
年
に
制
定
さ

れ
た
こ
の
法
律
は
、
国
が
標
準
を
定

め
、
全
国
に
お
け
る
義
務
教
育
の
質

を
保
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
義
務
標
準
法
に
よ
っ
て
、
一
学
級

あ
た
り
の
人
数
は
、
58
年
に
は
50
人

以
下
と
定
め
ら
れ
、
そ
の
後
45
人
、

40
人
と
改
善
さ
れ
、
2
0
1
1
年
か

ら
小
学
校
1
年
生
を
対
象
に
35
人
学

級
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
も
と
に
、
学
級
数
に
応
じ

て
算
定
さ
れ
る
教
職
員
数
（
基
礎
定

数
）
と
、
こ
れ
に
加
え
習
熟
度
別
指

導
や
T
T
の
実
施
あ
る
い
は
児
童
生

徒
支
援
な
ど
の
政
策
目
的
の
た
め
に

配
分
さ
れ
る
教
職
員
数（
加
配
定
数
）

に
よ
っ
て
、
学
校
の
教
職
員
数
が
算

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
基
礎
定
数
は
約
64
万
人
、

加
配
定
数
が
約
6
万
人
で
、
計
約
70

万
人
が
義
務
標
準
法
で
定
ま
っ
て
い

る
教
職
員
の
定
数
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
「
一
学
級
何
人
程
度
が
最
良
か
？
」

と
い
う
議
論
は
大
変
難
し
い
で
す
ね
。

た
だ
、
学
校
現
場
の
実
態
や
他
の
先

進
国
の
標
準
と
比
較
し
て
考
え
る
な

ら
ば
、
少
な
い
方
が
望
ま
し
い
と
い

え
ま
す
。
現
在
の
日
本
の
標
準
は
、

先
進
国
の
事
実
上
の
標
準
で
あ
る

「
一
学
級
あ
た
り
20
人
台
」
よ
り
も

大
規
模
で
す
。
そ
の
た
め
、
文
部
科

国

意見

　
「
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級

編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関

す
る
法
律
」
の
略
称
で
す
。

　
第
1
条
で
、「
学
級
規
模
と
教
職
員

の
配
置
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
学

級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に

学級編制

学級編制の標準
小学1年：35人　小学2年～中学3年：40人

教職員定数 給与負担

都道府県

市区町村

学級編制の
標準の制定

基準を標準として
学級編制を実施

市区町村
教職員給与内訳

県費負担
教職員制度

義務教育費
国庫負担金

事情勘案

学
省
は
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
を
行

う
た
め
に
、
先
進
国
の
標
準
に
で
き

る
だ
け
近
づ
け
て
、
一
学
級
あ
た
り

の
人
数
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
行
き
届

い
た
指
導
が
出
来
る
点
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
昨
年
、
財
務
省
か
ら
「
公

立
小
学
校
1
年
生
で
導
入
さ
れ
て
い

る
35
人
学
級
を
40
人
学
級
に
戻
す
べ

き
」
と
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

教
育
関
係
者
等
か
ら
は
大
き
な
反
発

が
生
じ
ま
し
た
。
実
際
、
教
育
的
効

果
を
短
期
間
で
数
量
的
に
測
定
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
い
え
ま
す
。
た
だ
、

少
人
数
学
級
に
よ
り
、
行
き
届
い
た

指
導
が
で
き
、
教
育
的
効
果
が
高
く

な
る
と
考
え
る
の
は
至
極
当
然
で
す
。

特
に
「
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
と
も
呼

ば
れ
る
、
小
学
校
1
年
生
が
学
校
生

活
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
段
階
に
お

い
て
は
、
一
学
級
あ
た
り
の
人
数
が

少
な
い
ほ
う
が
、
教
育
指
導
上
の
効

果
が
上
が
る
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
国
は
、
義
務
教
育
の
機
会
均
等
と

そ
の
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、

公
立
学
校
の
教
職
員
の
給
与
を
負
担

し
て
お
り
、「
義
務
標
準
法
」
で
定

ま
っ
た
、
教
職
員
数
に
応
じ
て
各
都

道
府
県
に
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

金
」
を
配
分
し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕

組
み
を
定
め
て
い
る
の
が
、「
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
法
」
と
い
う
法
律

で
す
。
法
律
が
で
き
た
1
9
4
0
年

以
来
、
国
庫
負
担
率
は
2
分
の
1
で

し
た
が
、
小
泉
政
権
時
の
改
革
に
よ

っ
て
、
3
分
の
1
ま
で
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
教
職
員
給
与
の
残
り
の
3

分
の
2
は
地
方
交
付
税
措
置
に
よ
っ

て
財
源
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
都

道
府
県
の
財
政
事
情
を
踏
ま
え
て
、

公
立
学
校
の
教
職
員
の
給
与
や
学
校

を
設
置
運
営
す
る
た
め
の
経
費
を
、

地
方
交
付
税
で
財
源
を
保
障
す
る
と

い
う
仕
組
み
で
す
。

　
市
町
村
教
委
は
、
都
道
府
県
教
委

が
定
め
た
学
級
編
制
の
「
基
準
」
に

基
づ
い
て
公
立
小
中
学
校
の
学
級
編

制
を
行
い
ま
す
が
、
こ
う
し
て
配
置

さ
れ
る
教
職
員
の
給
与
は
、
都
道
府

県
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組

み
を
「
県
費
負
担
教
職
員
制
度
」
と

い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
都
道
府
県
が

市
町
村
立
学
校
の
教
職
員
の
給
与
を

全
額
負
担
す
る
制
度
で
、「
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
」
が
制
定
さ
れ

た
1
9
4
0
年
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。

　
学
級
編
制
や
教
職
員
定
数
の
標
準

を
定
め
る
「
義
務
標
準
法
」、
学
級

数
等
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
た
教
職
員

の
給
与
の
3
分
の
1
を
国
が
負
担
す

る
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
」、

市
町
村
立
小
中
学
校
の
教
職
員
の
給

与
を
都
道
府
県
が
負
担
す
る
「
県
費

負
担
教
職
員
制
度
」。
こ
の
3
つ
が

あ
い
ま
っ
て
、
教
職
員
の
学
級
編
制

や
教
職
員
の
配
置
に
関
わ
る
法
制
度

が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
学
校
現
場
は
、
さ
ら
な
る
少
人
数

学
級
の
推
進
を
望
ん
で
い
る
で
し
ょ

う
。
現
在
、
児
童
生
徒
の
実
態
は
多

様
化
し
、
教
育
指
導
の
内
容
も
複
雑

化
し
て
い
ま
す
。
同
じ
40
人
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
現
環
境
下
の
負
担
は

以
前
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

教
員
の
時
間
外
勤
務
は
、
月
平
均
34

時
間
。
超
過
勤
務
の
実
態
を
改
善
し

て
い
く
た
め
に
も
、
学
級
の
人
数
を

減
ら
す
と
同
時
に
、
学
校
現
場
の
教

職
員
の
人
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ
と
は
、

教
職
員
の
勤
務
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
に
も
繋
が
る
の
で
す
。

明
星
大
学
教
育
学
部
教
授
。
1
9
7
6
年
に
文

部
省
（
現
文
部
科
学
省
）
入
省
、
大
臣
官
房
審

議
官
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
長
な
ど
を
歴
任
。

2
0
1
1
年
か
ら
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会
事
務
局
長

を
務
め
た
。

樋
口
修
資（
ひ
ぐ
ち
・
の
ぶ
も
と
）

イラスト：ワタナベケンイチ
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教員が薦める名映画 vol.2

社会に広がる
「ペイ・フォワード」

作者の原体験から
生まれた名作

「恩返し」ではなく
「恩送り」という考え方

「心に一番残っている映画は? 」その答えは人それぞれ。
このコーナーでは、「教員が教え子に薦めたい映画」の
あらすじや関連情報などを深くご紹介していきます。

にコーヒーを奢ったのだとか。あるお客さん

20年程前、著者のキャサリン・ライアン・ハ
イドは危うく死にかけました。自家用車が突
然動かなくなり、火を噴いたのです。間一髪
で脱出すると、彼女のもとに二人の男性が近
づいてきて、持ってきた毛布で火を消そうと
してくれました。こうして救われたキャサリ
ンが、「恩を何かの形で社会に還元したい」と
考えた方法が「ペイ・フォワード」だったの

日本には「ペイ・フォワード」と意味の似た、
「恩送り」という言葉があります。誰かから
受けた恩をその人に返す「恩返し」ではなく、
別の誰かに渡すことで、「恩」が世の中を回
っていくという意味です。作中、身寄りのな
い子どもたちにコンピューターが贈られたと
いうニュースが流れますが、同じような出来
事が日本でも起こりました。2010年、アニ
メ「タイガーマスク」の主人公、伊達直人を
名乗る者から「子どもたちの為に使ってくだ
さい」と、児童相談所にランドセルが寄付さ

STORY:

中学1年のトレバーは、社会科
のシモネット先生から出された

「自分の手で世界を変えたいと
思ったら何をするか」という課
題に対し、「ペイ・フォワード」
の考えを提案する。しかし善意
を渡す相手を探して実践しよう
と試みるも、なかなかうまくい
かない。「失敗だったのではな
いか」と思い始めるが、このバ
トンは彼の知らない間に次々と
受け渡されていた。

佐々木久美子
（ささき・くみこ）

2002年より岩手県の小学校の教
員として勤務。11年岩手県教職
員組合青年部常任委員、13年同
いわい支部青年部長を経て、14
年から日本教職員組合青年部長。

『ペイ・フォワード』
DVD ¥1,429＋税
ワーナー・ブラザース・
ホームエンターテイメント

こ
ろ
で
善
意
は
つ
な
が
り
続
け
て
い

た
と
知
る
の
で
す
。
私
は
よ
く
教
え

子
た
ち
に
、「
結
果
で
は
な
く
、
そ

の
過
程
が
大
事
だ
よ
」
と
伝
え
て
い

ま
す
。「
結
果
を
残
さ
な
い
と
…
…
」。

現
在
は
そ
ん
な
風
に
感
じ
て
悩
ん
で

い
る
子
ど
も
た
ち
が
多
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。「
努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
」

と
ま
で
は
断
言
で
き
な
い
け
れ
ど
、

「
自
分
に
も
で
き
る
」
と
い
う
成
功

体
験
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
。

　
学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
こ
の
映

画
か
ら
「
世
の
中
は
、
人
と
人
と
が

助
け
合
っ
て
で
き
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
を
感
じ
て
頂
け
た
ら
な
と
思
い

ま
す
。
社
会
に
出
た
時
、
悩
ん
だ
り

苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
て
も
、

き
っ
と
誰
か
が
助
け
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
に
余
裕
が
で
き
た
時

に
は
、
そ
の
善
意
を
次
の
人
に
伝
え

て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
で
き
た
時
に
は
、

「
世
の
中
も
捨
て
た
も
の
で
は
な
い

な
」
と
思
え
る
は
ず
で
す
。

　
教
員
一
年
目
、
毎
日
の
授
業
準
備

や
子
ど
も
た
ち
と
の
接
し
方
な
ど
で

困
っ
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
自
然

と
先
輩
の
教
員
が
「
大
丈
夫
か
」
と

声
を
か
け
て
く
れ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。「
先
生
も
忙
し

い
で
し
ょ
う
に
、
本
当
に
申
し
訳
な

い
で
す
」
と
言
う
と
、「
後
輩
が
で

き
た
ら
、
あ
な
た
も
同
じ
こ
と
を
し

て
あ
げ
て
」
と
。
恩
を
受
け
た
人
に

「
返
す
」
の
で
は
な
く
、
別
の
誰
か

に
「
渡
す
」。
大
学
生
の
時
に
こ
の

映
画
を
観
て
い
た
私
は
、「
こ
れ
こ

そ
が
ペ
イ
・
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
精
神
だ
」

と
思
っ
た
も
の
で
す
。

　
日
々
の
生
活
の
中
で
、「
ペ
イ
・

フ
ォ
ワ
ー
ド
」
を
実
行
す
る
機
会
は

数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

多
く
の
人
は
自
分
の
こ
と
だ
け
で
精

一
杯
で
、
他
人
の
こ
と
ま
で
は
頭
が

回
ら
な
い
も
の
で
す
。
で
す
が
、
こ

の
考
え
方
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
ふ
と

し
た
時
に
思
い
出
し
、「
誰
か
に
し

て
あ
げ
よ
う
」
と
思
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
映
画
の
中
で
、
ト
レ
バ
ー
が

自
分
の
渡
し
た
善
意
が
な
か
な
か
つ

な
が
ら
ず
、「
こ
の
計
画
は
失
敗
し

た
」
と
嘆
き
、「
世
界
は
ク
ソ
だ
」

と
不
満
を
漏
ら
す
場
面
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
そ
の
後
、
彼
の
知
ら
な
い
と

「
ペ
イ
・
フ
ォ
ワ
ー
ド 

可
能
の
王

国
」
を
推
薦
し
ま
し
た
。

　
主
人
公
の
ト
レ
バ
ー
は
、
社
会
科

の
先
生
か
ら
出
さ
れ
た
「
自
分
の
手

で
世
界
を
変
え
る
に
は
?
」
と
の
課

題
に
対
し
、「
ペ
イ
・
フ
ォ
ワ
ー
ド
」

の
考
え
を
提
案
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

善
意
を
受
け
た
人
が
そ
れ
ぞ
れ
三
人

に
善
意
を
渡
し
、
ま
た
そ
れ
を
受
け

た
人
が
そ
れ
ぞ
れ
三
人
に
渡
す
、
と

い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
け
ば
、

世
界
中
に
善
意
が
溢
れ
る
と
い
う
も

の
で
す
。「
理
想
論
だ
」
と
思
う
方

も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
自

身
、
こ
の
考
え
と
重
な
る
経
験
が
あ

り
ま
す
。

の
優
し
さ
に
気
付
く
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
」。

そ
ん
な
思
い
で
、
映
画

れたのです。それをきっかけに、全国の児童
養護施設などに次々とランドセルが届く、

「タイガーマスク運動」

2014年8月22日、米・フロリダ州のスターバ
ックスで、ドライブスルーを利用した客が、
自分の次に来店した人のコーヒー代を支払う
のがブームになっているというニュースが報
じられました。実際、2日間で750人が他人

です。後に彼女は、非
営利団体であるペイ・
イット・フォワード財
団を設立。「ペイ・フ
ォワード」の理念を実
行に移しました。

はインタビューで、「うれしい驚きだっ
た。誰だっておごってもらえるのはう
れしい」と語っています。それ
以前にも、ワシントン州にある
スターバックスで、最高350台
に渡って同様の連鎖が発生しま
した。「ペイ・フォワード」の
公開は2000年。もしかしたら、
どちらも同作の影響を受けてい
るのかもしれません。 が広がりました。

世の中は、人と人とが
助け合ってできている

佐々木久美子さん日本教職員組合

イラスト：KAZUMA MIKAMI





坂口武蔵さん（目白大学社会学部メデ
ィア表現学科2年）❶ゼミ研修の映像
製作のための編集作業 ❷地下のMac
のコンピューターが自由に使えるとこ
ろ ❸高校の剣道部の先生に言われた

「視野を狭くしないでもっと広く見ろ」
❹色々な人と出会って話をする時

鈴木杏理さん（目白大学人間学部児童
教育学科3年）❶最近始めたギター 
❷ゼミの研究室でみんなと昼ご飯を食
べられるところ ❸高校の部活の先生
に言われた「あなたの笑顔と優しさに
多くの人が感謝しています」❹ゼミの
発表会で沢山の拍手をもらえた時

山本晋嗣さん（目白大学人間学部児童
教育学科2年）❶空港で泊まるなど費
用を抑えた旅行 ❷人との距離感が近
くて一つの集落みたいなところ ❸親
や学校の先生によく言われる「広く世
界を見ろ」 ❹学科の恒例行事で山手線
一周を歩ききった時

小山田琢磨さん（埼玉大学教育学部英
語専修3年）❶教員採用試験の勉強 
❷教育学部だけでなく色んな学科の人
たちと交流できるところ ❸学校の先
生から言われた「伸び代があると感じ
ているから怒っているんだ」❹自分が
幹事をしたイベントが大成功した時

　
　
　
　

　
　 C A M P U S  S N A P

角脇雄大さん（埼玉大学教育学部英語
専修3年）❶教員採用試験の面接に向
けてネタやアイディアを手帳に書き込
むこと ❷教育関連のサポートが強い
ところ ❸高校3年の担任から言われ
た「人生を“愉”しんで」❹友だちとご
飯へ行ったり遊んだりしている時

西條和馬さん（目白大学人間学部児童
教育学科4年）❶4年間通い続けてい
る小学校のボランティア ❷多くの学
生や先生と出会い仲良くなれるところ 
❸小学校の先生に言われた「失敗して
もいいから思いっきりやりなさい」❹
小学校の教員採用試験に合格できた時

桝平勇輝さん（埼玉大学教育学部英語
専修3年）❶英語音声日本語字幕での
映画鑑賞 ❷のびのびと大学生活を送
れるところ ❸高校バスケ部最後の大
会で先生から言われた「勝たせてやれ
なくてすまなかった」❹勉強した英語
をニューヨーク旅行で使えた時

石井菜絵さん（埼玉大学教育学部英語
専修3年）❶洋楽を覚えること ❷犬
や猫がキャンパス内にいるところ ❸
高校の校長先生から言われた「勉強は
未来の自分が今の自分を責めないため
にするもの」 ❹同じ学科の同学年みん
なを集めて飲み会が開けた時

井出竜生さん（埼玉大学教育学部英語
専修3年）❶靴磨き（ピカピカになる
感じが好き）❷地味だけど落ち着いて
いるところ ❸高校の時に友だちが言
ってくれた「振り返った時、自分が頑
張ったと思えればそれでいい」❹友だ
ちと公園で思いっきり遊んでいる時

小林聖奈さん（目白大学人間学部児童
教育学科3年）❶大学3年になってか
ら始めた自炊 ❷図工準備室に学年関
係なく誰でも集まれるところ ❸小学
校の卒業式で先生が色紙に書いてくれ
た「本気は本物を作る」 ❹頑張って作
った料理がおいしかった時

❶ 最近打ち込んでいることは?
❷ 自分の大学の好きなところは?
❸ 今でも覚えている先生（家族、友人、恋人等々）の言葉は?
❹ 学生生活で一番ハッピーに感じた時はどんな時?

学生生活で一番
ハッピーな時は ?

今回のキャンパススナップ関東編は、
埼玉大学・目白大学の

学生さんに登場していただきました!

編

関東

遊佐香保里さん（くらしき作陽大学子
ども教育学部子ども教育学科2年）❶
幼稚園や保育園で人形劇などを行う部
活動 ❷自然が豊かでまったりしている
ところ ❸高校の時、ソフトテニス部の
顧問に言われた「努力は無駄にならな
い」❹空き時間にするガールズトーク

永田夕弥さん（くらしき作陽大学子ど
も教育学部子ども教育学科3年） ❶卒
業旅行の計画 ❷売店のおばちゃんが
すごく優しい ❸高校の時まで習って
いた空手の先生に言われた「金は使わ
ないと入ってこない」❹20歳の誕生
日をサプライズで祝ってもらった時

　
　
　
　

　
　 C A M P U S  S N A P

菱川皓太さん（岡山大学教育学部学校
教育教員養成課程小学校教育コース3
年） ❶小学1年から続けている剣道 ❷
留学生が多いなど多様な学生がいると
ころ ❸高校の剣道部の顧問に言われ
た「いつか努力の花を咲かせてくださ
い」❹剣道でインカレに出場できた時

根冝夕貴子さん（くらしき作陽大学子
ども教育学部子ども教育学科3年） ❶
英語で歌を歌うこと ❷ゼミの研究室 
❸中学の部活の顧問に言われた「目
標を達成することは、人一倍の汗を流
すこと」❹幼稚園や保育園での公演
やボランティアが上手くいった時

丸尾美由紀さん（岡山大学教育学部学
校教育教員養成課程小学校教育コース
3年）❶祖母に人生の教訓を教わるこ
と ❷居心地の良い図書館 ❸友人に言
われ、私が変わるきっかけとなった

「あなたの○○なところが私を傷つけ
る」❹友人とパーティーをしている時

本田雄己さん（くらしき作陽大学子ど
も教育学部子ども教育学科3年）❶サ
ッカー観戦 ❷ゼミが少人数制で、丁
寧に個別指導してくれるところ ❸中
学の時の塾の先生に言われた「君は人
に優しく、自分にもっと優しい」❹
定期試験後にお酒を飲んでいる時

蟹井大司さん（岡山大学農学部応用動
物科学コース3年）❶就職活動 ❷駅
から近く自転車で通えることころ ❸
高校の時の担任に言われた「為せば成
る、為さねば成らぬ何事も」❹学部
祭である「収穫祭」の実行委員の任期
を無事にやり遂げた時

宇野修平さん（くらしき作陽大学子ど
も教育学部子ども教育学科3年）❶教
員採用試験の勉強 ❷校舎から見るのど
かな景色 ❸旅行の計画を綿密に立てて
いた時に友人から言われた「しっかり
してるね」❹入学時に初心者だったも
のの、ピアノの課題曲を弾ききれた時

平野義明さん（岡山大学教育学部学校
教育教員養成課程中学校教育コース3
年）❶クロスバイク ❷教員をめざす
仲間と夢を語り合えるところ ❸教育実
習の時に指導教員に言われた「10年後
の自分を想像して行動しよう」❹同級
生の男三人でサイクリングしている時

大源なつみさん（岡山大学法学部法学
科3年）❶就職活動 ❷多くの留学生
と交流できる「L-café」があるところ 
❸高校のバレー部の顧問に言われた

「運・鈍・根」（成功するためには、運気、
鈍さ、根気が必要） ❹一人暮らしを始
めて友人を呼べるようになった時

自分の大学の
好きなところは ?

今回のキャンパススナップ中国編は、
岡山大学・くらしき作陽大学の
学生さんに登場していただきました!

※学年は取材時のもの

編

中国

❶ 最近打ち込んでいることは?
❷ 自分の大学の好きなところは?
❸ 今でも覚えている先生（家族、友人、恋人等々）の言葉は?
❹ 学生生活で一番ハッピーに感じた時はどんな時?

QQ
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教
育
実
習
は
、
教
員
志
望
学
生
が
初
め
て
学
校
現
場
で
授
業
な
ど
を
行
う
貴

重
な
機
会
。
不
安
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、
事
前
の
準
備
が
何
よ
り
重
要
で

す
。
今
回
は
、
小
学
校
で
実
習
を
行
っ
た
方
の
意
見
を
参
考
に
、
実
習
前
か
ら

実
習
後
に
す
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
形
式
で
ま
と
め
ま
し
た
。

指導教諭にレクチャー
を受け、ブラッシュア
ップしていく。

指導案にとらわれず、子どもの反応をみて変化することも大切。

202015 spring21 2015 spring

校長と指導教諭へは個別に、職員室全体にもあいさ
つをする。

お世話になった方々に、メールではなく手書きの手
紙やハガキなどで、感謝の気持ちを伝える。校長、
指導教諭にはそれぞれ個別に送るようにする。

授業で大切なのは効率よく時間を使うことと、子どもに
分かりやすく説明すること。プリント作成・配布によっ
て、効率的に授業を進められる。

初日は緊張するので、あらかじめ短くシンプルな挨
拶の言葉を考えておく。早めに出勤して、校長・教
頭・教務・指導教諭などに個別にあいさつをする。

実習は体力勝負なので、体調を崩さないことが第一。
子どもたちにとっては一生に一度しかない小中高校
時代の時間を共有できることに感謝しながら、実習
生でも「先生」として見られることを忘れずに、子
どもたちと一緒に学んでいこう。

板書例は学習指導案を図解するとどうな
るか予想したもの。理科系は文章より図
が中心、国語や英語、社会科系は文章が
中心になることが多い。実習初日から数
日は指導教諭の授業を見学することが多
いため、それも参考にしよう。

学習指導案とは、教員が一コマの授業を
どのように進めるかを記載した計画書の
こと。子どもたちに理解を促すうえでの
留意点や評価の観点などを記載。指導教
諭の指導を仰ぐため、見やすさにも重点
を置く。作成手順としては、与えられた
範囲を予定コマ数で割り、一コマあたり
の進度を検討。そして、単元としてきり
が良いように調整しながら作成する。

実習開始までの間に、指導教諭に少なくとも電話で
あいさつ。

実習が始まると毎日記入に追われるため、実習まで
に書ける部分については記入しておく。

授業案作りにこだわりすぎると、融通が利かなくなってしまうこともある。授業準備は大切だが、実際に授業をしてみて自分なりの進度をつかむ臨機応変さも必要。

ここでご紹介する内容はあくま
で一例です。

実際の受け入れ先の学校や大学
で行われる

ガイダンスをよく聞き、その意
向に沿って

柔軟な対応を心掛けてください
。



「
教
育
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
」三
回
目
は
、N
H
K
解
説
委
員
と
し
て
、

教
育
・
文
化
を
担
当
さ
れ
、教
育
コ
ラ
ム
で
は
様
々
な
教
育
政
策
へ
の

意
見
や
解
説
な
ど
も
展
開
し
て
い
る
早
川
信
夫
さ
ん
。

今
回
は
、「
言
語
活
動
」を
テ
ー
マ
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
遠
足
で
み
か
ん
園
を

訪
れ
、
み
か
ん
狩
り
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
並
の
編
集

マ
ン
な
ら
「
盲
学
校
の
子
ど
も
た
ち

み
か
ん
狩
り
に
歓
声
」
と
い
っ
た
平

凡
な
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
目
の
不
自
由
な

子
ど
も
た
ち
は
、
み
か
ん
が
熟
し
て

い
る
か
ど
う
か
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
。
ま
だ
青
い
み
か
ん
を
と
っ
て
食

べ
た
子
が
「
す
っ
ぱ
い
」
と
口
に
し

た
と
い
う
文
章
を
と
ら
え
て
、
こ
の

タ
イ
ト
ル
に
し
た
の
で
す
。「
お
や

っ
、
何
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
あ
り
ふ
れ
た
遠
足
の
光
景

が
、
目
の
不
自
由
な
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
自
分
の
感
覚
を
確
か
め
て
い

く
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

臨
場
感
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た

の
で
す
。

　
短
い
言
葉
で
端
的
に
伝
え
る
の
は
、

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
一
を
聞

何
が
書
き
た
い
の
か
わ
か
ら
ず
に
書

い
て
も
伝
わ
る
文
章
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

多
少
の
長
短
は
あ
り
ま
す
が
、
1
分

20
秒
前
後
の
長
さ
が
標
準
で
す
。
字

数
に
し
て
お
よ
そ
4
0
0
字
。
こ
れ

だ
け
の
短
い
時
間
で
、
一
通
り
の
内

容
を
伝
え
る
と
な
る
と
相
当
に
凝
縮

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

大
事
な
の
が
、
リ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る

15
秒
ほ
ど
の
導
入
部
で
す
。
こ
こ
で

結
論
を
言
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
原

稿
を
書
く
時
、
こ
の
15
秒
を
ひ
ね
り

出
す
の
に
相
当
な
時
間
を
使
い
ま
す
。

　
こ
の
リ
ー
ド
を
も
と
に
、
タ
イ
ト

ル
（
字
幕
）
が
つ
け
ら
れ
る
の
で
す

が
、
語
り
草
に
な
っ
て
い
る
タ
イ
ト

ル
が
あ
り
ま
す
。「
す
っ
ぱ
い
の
は

青
」
と
い
う
も
の
で
す
。
盲
学
校
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。
そ
こ
で
、

放
送
に
身
を
置
く
も
の
と
し
て
、
私

な
り
に
考
え
る
「
伝
え
る
力
」
に
つ

い
て
、
教
職
を
志
す
皆
さ
ん
に
受
け

止
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、「
伝
え
る
力
と
は
？
」
と

尋
ね
ら
れ
た
ら
、
自
分
が
伝
え
た
い

こ
と
は
何
か
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
に

尽
き
る
と
答
え
ま
す
。「
伝
え
る
た

め
の
ス
キ
ル
」
で
は
な
く
、「
何
を

伝
え
た
い
の
か
」
そ
の
テ
ー
マ
を
持

つ
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
伝
わ
る
。

文
章
を
書
く
こ
と
に
置
き
換
え
れ
ば
、

い
て
十
を
知
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
伝
え
手
の
側
は
「
十
を

聞
い
て
一
を
知
る
」
く
ら
い
で
な
い

と
伝
わ
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
十
の
中
か
ら
ど
の
部
分
を
取
り

出
し
て
伝
え
た
い
の
か
、
書
く
前
に

苦
し
み
抜
い
た
原
稿
ほ
ど
よ
く
伝
わ

る
も
の
に
な
る
の
で
す
。

　
文
章
の
体
裁
を
整
え
る
こ
と
は
必

要
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
大
事
な
の

が
そ
の
中
身
。
学
校
教
育
の
現
場
で

も
、
何
を
ど
う
伝
え
た
い
の
か
考
え

る
こ
と
が
本
当
に
伝
わ
る
「
言
語
活

動
」
と
な
る
は
ず
で
す
。

わ
ら
な
い
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の

発
表
風
景
に
出
く
わ
す
こ
と
が
多
く

な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
学
校
教
育
の

現
場
で
は
「
言
語
活
動
の
充
実
」
が

掲
げ
ら
れ
、
各
教
科
を
通
じ
て
、
発

表
し
た
り
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る

ち
い
ち
も
っ
と
も
だ
し
、

話
し
方
も
キ
チ
ン
と
し

て
い
る
け
れ
ど
何
か
伝

NHK解説委員。教育・文化担当。1953年、
福島県生まれ。78年東京大学卒業後、
NHK入局。報道局社会部、科学・文化部
で主に教育・文化を担当。97年より解説
委員。過去にNHKスペシャル「学校を変
えるのは誰だ」などを担当。現在はニュ
ース解説「時論公論」等に出演。

（はやかわ・のぶお）
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学生特派員

相川佳穂
（東京学芸大学教育学部）

荒木真歩
（早稲田大学文化構想学部）
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